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第 451回 例会 

2023年 7月 12日 13:00～ 

■司 会 荒山久美 例会・出席・親睦委員長 

■斉 唱 我らの生業 

■出席報告 出席者数 14 名 / 28 名 

 出 席 率 50.0 % 

■ゲ ス ト  

■ビジター  

ニコボックス 

〇 長谷川芳子 幹事 

本日は委員長方針の発表です。宜しくお願い

致します。 

〇 荒山久美 例会運営委員長 

財団セミナーが、8 月 4 日（金）に開催されま

す。安井委員長の代わりに誰か行ってもらえま

せんか～？宜しくお願い致します。 

〇 安井忠 ロータリー財団委員長 

昨日、ファイザー製で６回目のワクチンを受けて

きました。そのせいか今日は身体が重いです。 

〇 松尾 聡 会計 

中日ドラゴンズ 頑張って下さい。 

会 長 挨 拶 

今年度 2 回目の例会に参加

いただきありがとうございます。

豪雨で被災された九州、山陰

地方の方達の一日も早い復興

を願うばかりです。先週の水曜

日にはクラブ活性化セミナーが

あり島村直前会長とともに出席

してまいりました。また、青少年

奉仕でローターアクトの例会に

参加していただいた岩崎委員

長、ご足労いただきありがとうございました。 

先ほど豪雨のことに触れましたが、最近の報道の速

さときめ細やかさによって不安を共有する機会が多々

あることに気付かされます。「線状降水帯」など特殊な

言葉も最近になってよく使われるようになりあたかも現

在が異常気象に見舞われているように感じますが、以

前からもあったように思われるのです。情報の伝達が速

くなったことで国民がそれを共有して知ることも早くなり

ました。 

異性間で普通に語られ何の違和感もないも良識的

な囲いの中で語られる言葉もそれは何だのハラスメント

だの誰が決めたかも判らず、訴える、訴えないの段階

に発展し、お互いのコミュニケーションの中にまで興味

本位の邪魔らしきものが入る世相となってまいりました。

このようですと、相手の健康不安のお身体を気遣うこと

も出来ず、例えば包帯を手に巻いていても「お手はどう

なさったのですか？」と尋ねることはいいものか、交流も

なかなかスムーズにいかない世相を享受していて、信

頼関係も成立せずに社会全体が成り立ちにくく感じま

す。信頼関係がしっかり確実に成立していない中あまり

にも発言出来る場所が身近にありその意見が誤解を伴

って一気に拡散してしまうところに起因しているのでは

ないでしょうか？ 

そのような中でロータリークラブの在り方はどうかと考

えます。それぞれのクラブは方針が様々でありながら総

合的な無意識の中に良識が存在する中、地球上の人

類に貢献する「核」です。平和を掲げる理念に従って行

動を示唆されるクラブに皆様とともにいられることを、特

にこのような社会―何が正しいかも不安定になってきて

いる社会にロータリークラブのお互いの信頼の中での

確固たる奉仕の理念は大切にしたいと思います。 

幹事報告 

本日は、各委員長の委員長

方針発表です。よろしくお願い

します。来週は、夜間例会です。

場所は、グランコート名古屋 29

階花梨、18:00～です。皆様の

ご参加をお待ちしております。７

月 26日は休会です。 

先週お伝えするのを忘れて

しまいましたが、今月の RI レー

トは、１ドル１４５円です。 

委員会出席報告 

● 岩崎幸弘 奉仕プロジェクト（青少年）委員長 

７月１１日 19:00～ 

名城ローターアクト第１回例会の出席報告 

● 青木会長、島村恵三副会長 

７月 5日（水）16：00～19:00 

クラブ活性化セミナーの出席報告 
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委員長方針の発表 

■ 矢野かおり 会場監督委員長 

① 例会運営委員と共に、楽し

い中にも秩序正しく、気品と風

紀を守った例会が、円滑に運

営される 

ように努める。 

② 例会運営委員と共に、例会

開始 5 分前に会員の円滑な入

場を促す。 

③ 例会運営委員と連携しスピ

ーチ（発言・卓話）中の私語な

ど、例会中のマナー違反があれば注意する。 

 

■ 荒山 久美 例会運営・出席親睦委員長 

① 例会プログラムや式第の作成および司会進行を担

当する。 

② 会員による卓話のほか、地

区委員会や外部スピーカーに

よる卓話の依頼をする。 

③ 当番制で受付を設置し、

12:15頃に受付を開始する。 

④ 例会開始 5 分前に、会場

入り口で入場を促す。 

⑤ 入場時ロータリーバッチ着

用の催促、卓話中の私語への

注意にあたる。 

⑥ 地区大会、夜間例会などの設置と受付を行う。 

⑦ 例会変更の場合、メーキャップ受付を行う。メーキャ

ップ受付は当番制とし 2名で行う。 

⑧ ニコボックスの受付を行い、誕生日や結婚記念日な

ど協力を促す。 

⑨ ニコボックス担当は当番制とし、例会時にメッセージ

を読み上げ会員相互の理解親睦を供する。 

⑩ 会員相互の親睦を深めるような提案や企画を行うた

めに親睦委員会を開催し協議する。 

⑪ 親睦例会は、クリスマス家族例会を含め年４回行う 

⑫ 会員本人やご家族に不幸があった場合、会員全員

に通達し、必要に応じて通夜・告別式などの手伝いを

する。 

⑬ 例会への出席を会員に促す。ロータリークラブの活

動の基盤となるよう例会に出席し会員相互の親睦を深

めるとともにクラブの社会奉仕活動への参加に繋げ、ク

ラブ全体の活性化を図る。 

⑭ 会員の例会への出欠は IT ツールである「伝助」を

活用して、円滑な出欠管理を行う。 

⑮ 入会候補者の方には、例会に「お試し」参加をして

いただき会員増強を図る。 

 

■ 藤谷 猛 公共イメージ向上委員会委員長 

① ウィークリーレポートの構成を再考し半自動化する

システムを構築する。 

② ロータリーの公共イメージに沿ったクラブのイメージ

づくりに努める。 

③ クラブの活動や体験談を HP、SNS、メディア機関に

紹介する。 

④ ＳＮＳを活用し、ロータリーとクラブに対する認識を

地域社会で高める。 

⑤ クラブで活用できるロータリーの広報リソースを増や

す。 

⑥ クラブの活動やプロジェクトに対する会員と地域社

会の認識を高め、 

会員増強の支援となるよう活動する。 

 

■ 藤谷 猛 クラブ戦略委員長 

① 10 周年を終え、原点に立

ち返ることで新たな 5 年先を見

据えた成長戦略を議論し策定

する。 

② ロータリーの理解を深め、

クラブ全会員の質の向上を目

指し教育を進める。 

③ ロータリーの奉仕を全員で

理解し、人道的奉仕の充実を

図る。 

④ 意味のある親睦を通じて、

役員・理事、若い会員等のベクトルを合わせる。 

⑤ 会員全員が、高潔性と多様性、奉仕の心を持ち、リ

ーダーシップをとれるよう教育のシステムを構築 

する。 

⑥ ロータリーのブランド・マーケティング戦略に基づい

て、公共イメージ向上委員会と共に SNSの利用促 

進と会員基盤の強化を目指す。 

 

■ 岩田 広樹奉仕プロジェクト （職業・社会・国際） 

 代理発表（加藤正広書記） 

職業奉仕 

① 職場訪問を計画する。 

② 10 月ないし 3 月に職業奉

仕に関する卓話を実施する。 

③ 地区から開催案内のある職

業奉仕委員長会議に出席する。 

社会奉仕 

① 地区から開催案内のある社

会奉仕委員長会議に出席する。 

② 名古屋大学医学部附属病

院小児科病棟に、予算 30 万

円で社会奉仕活動を行う。 

国際奉仕 

① ロータリー財団の補助金活動の事業を学ぶ。 

② 地区から開催案内のある国際奉仕委員会議に出席

をする。 

③ RI 国際大会への理解を進める。 

④ 国際奉仕に関する情報を収集する。 
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■ 岩崎 幸弘 奉仕プロジェクト（青少年）委員長 

青少年奉仕 

① 地区開催案内のある青少

年奉仕委員長会議へ出席する。 

② 合同ローターアクト委員会

へ出席する。 

③ 名城ローターアクトクラブ例

会へ訪問する。 

④ 青少年奉仕がアイリスにと

って、どの様な意義があるのか

をみなさまとともに考える。 

 

■ 安井 忠 ロータリー財団委員長長 

① これまでの実現された活動

を紹介し、財団の活動を共有・

理解を深め、財団の使命を知り

クラブ 

内での活動を高める。 

② 財団の補助金や活動につ

いて情報を提供し、参加を促す。 

③ 寄付に対する会員のモチベ

ーションを高める。 

④ ロータリー補助金へのクラブ

の参加資格を得るために補助

金管理セミナーに出席する。 

⑤ 補助金の参加資格認定手続きを監督すると共に、

委員会と協力して、ロータリー補助金を活用し 

たプロジェクトを企画・立案する 

 

 


